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すように，海域を No.1 から No.7 の 7つに区分し，
各海域に table 3 の時間（日数）スケール及び水
平（緯度及び経度）スケールの定数を設定した．
重み付け処理にはこの定数が用いられる．
重み付けの処理は，海流最適化メッシュ格子点
毎に重み付け定数設定に従い，指定日数分，指定
空間分の海流最小単位メッシュを検索，該当デー
タを読み込み，海流最適化メッシュの日付 t，緯
度・経度 �-，��，海流 uopt，vobs海流最小単位メッシュ
の日付 t’，緯度経度 �- ’，��’海流 uobs，vobsから重み
付けした海流値 uw，vwを算出する．
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ここで、（4）は次の重み付け設定値，時間スケー
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Fig. 8．Zoning of optimized current mesh data.
図 8．海流最適化メッシュデータ配置．

Fig. 9．  Zoning of weighting. The weight values for each 
zone are shown in Table 3.

図 9．重み付け海域．

Table 3．Weight values for each zone
表 3．各海域における重み付設定値
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検索することを意味する．
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今回採用した時間及び距離の変化に対応する重
み量の変化を Fig. 10 に示す．
次に海流最新短期メッシュの合成例を示す．

Fig. 11 は，2014 年 8 月 1 日の海流観測データで
あり，これを同日の海流最適化メッシュに合成し
たものが，Fig. 12（a），6日後の 8月 7日最適化メッ
シュに合成したものが Fig. 12（b）である．また
合成する際の重み量の分布を示したものが，それ
ぞれ Fig. 12（c），（d）である．
この結果からわかるように，8月 7 日の結果で
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Summary of the oceanic condition real‒time database

は沿岸部に対する観測データの影響が重み量の時
間的な減少に伴い無くなっている．

₅.4　‌‌風及び水温データ処理・漂流予測サーバー
へのデータ配信

水温及び風のデータにおいても，海流の処理と
同様に最小単位メッシュが作成され，最小単位
メッシュから，水温は緯度経度 10 分間隔，風は
30 分間隔のデータに変換し，水温及び風の最新
短期メッシュとし，水温の最新短期メッシュは，
日別ファイル，風の最新短期メッシュは時間別の
ファイルとなる．
漂流予測サーバーには，海流及び風の最新短期
メッシュ並びに海面水温メッシュが自動処理によ
り 3時間毎に配信される．

₆　おわりに
2014 年度の改修により，漂流予測に取り扱う
海流データの品質が向上した．一方，このことは
観測データに不良データが含まれた場合，漂流予
測に影響を及ぼしやすいことを意味する．海流に
関しては，水温と異なり統計的な値から不良値の

除去が困難である．手動登録データにおいては，
入力者による品質管理をすることはできるが，自
動登録においては，処理の時間帯によってデータ
の品質確認が困難であり，不良な値が登録された
場合，漂流予測に反映されてしまう．漂流予測の
精度維持のため海域特性など考慮した，海流デー
タ AQCの方法を検討する必要がある．また，不
良な値が登録処理された場合の不良データの除去
を速やかに行える処理の検討も必要である．
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Fig. 10．  Weight change of each sea area, changes 
associated with （a） time, changes associated 
with （b） distance.

図 10．  海域毎の重み変化，（a）時間に伴う変化，（b）
距離に伴う変化．

Fig. 11．Observed current data on August 1, 2014
図 11．2014 年 8 月 1 日の観測海流データ．
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要　　旨
海況リアルタイムデータベースは海洋観測デー
タをリアルタイムで収集し，漂流予測へのデータ
提供と海洋速報作成の資料とする目的で 1998 年
作成された，その後 2001 年，2003 年，2010 年及
び 2014 年に改修が行われ，収集データ量の充実
と高速化が図られてきた．本稿では，海況リアル
タイムデータベースの概要と現状を紹介する．

Fig. 12．  Weighting process result, （a） processing on August 1, 2014, current data, （b） processing on August 7, 2014, 
ocean current data,（c）, processing on August 1, 2014, the amount of weight,（d） processing on August 7, 
2014, the amount of weight.

図 12．  重み付け処理結果，（a）2014 年 8 月 1 日処理，海流データ，（b）2014 年 8 月 7 日処理，海流データ，（c）
2014 年 8 月 1 日処理，重み量，（d）2014 年 8 月 7 日処理，重み量．


